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昨年春の年会で、JAEA/FNS で行った新たな銅ベンチマーク実験において低エネルギー中性子に感度を持

つ実験値を計算値が大幅に過小評価することを報告した。今回、この過小評価の原因を詳細に調べ、銅の

弾性散乱と捕獲反応断面積に問題がある可能性が高いことが分かった。 
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1. 緒言 

 20年ほど前に JAEA/FNSで実施した銅ベンチマーク実験では低エネルギー中性子に感度を持つ反応の反

応率において計算値が実験値を大幅に過小評価していた。その原因と考えられたバックグランド中性子を

低減させた体系を用いた新たな実験を同施設で実施し、過小評価は若干改善したものの、未だ過小評価が

残っていることを昨年春の年会で報告した[1]。今回、この過小評価の原因を銅の核データをもとに詳細に

調べた。 

2. 解析・結果 

 昨年春の年会で、銅の同位体のデータを JENDL-4.0 から

ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2 に変えると計算結果が 10%程度増減し、

63
Cu: JEFF-3.2, 

65
Cu: JENDL-4.-0 の組み合わせの計算値が実験値に

最も近づくことを報告した[1]。この結果をもとに、JENDL-4.0、

ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2 の銅の核データを弾性散乱、捕獲反応断

面積を中心に詳細に調べ、主に共鳴領域で差があることがわかっ

た。63
Cu: JEFF-3.2, 

65
Cu: JENDL-4.-0 の組み合わせをベースに弾性

散乱、捕獲反応断面積を種々変えた計算（a1:100eV-300keV の弾性

散乱断面積を 5%増、捕獲反応断面積を 5%減。a2:100eV-300keV の

弾性散乱断面積を 10%増、捕獲反応断面積を 10%減）を行ったと

ころ、図１に示すように a2 のケースで計算値が実験値とほぼ一致し

た。 

3. 結論 

新たに実施した銅ベンチマーク実験の詳細解析を行い、低エネルギー中性子に感度を持つ反応の反応率

の大幅な過小評価を改善するためには、弾性散乱と捕獲反応断面積を共鳴領域で変更する必要があること

がわかった。 
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